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一

般

質

問

（１１）おしゃまんべ議会だより 第２００号

　
柏
倉
　
現
在
、
長
万
部
町

の
小
学
校
で
は
和
式
の
ま
ま

の
ト
イ
レ
が
多
数
あ
り
、
洋

式
を
使
用
し
た
い
児
童
の
人

数
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な

い
。
今
は
家
庭
の
ト
イ
レ
も

洋
式
が
当
た
り
前
に
な
り
、

和
式
ト
イ
レ
を
見
た
こ
と
が

な
い
子
ど
も
達
も
多
い
と
聞

く
。
ま
た
、
小
学
校
は
入
学

式
か
ら
始
ま
り
、
運
動
会
や

町
民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
学
芸
会
、
参
観
日
、
祖

父
母
参
観
等
児
童
以
外
の
方

が
学
校
を
訪
れ
る
機
会
も
多

く
、
高
齢
の
方
が
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
頻
度
も
多
い
こ
と

か
ら
、
洋
式
化
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
町
長
の

所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
長
万
部
小
学
校
は
、

明
治
　
年
に
村
落
小
学
校
則

１１

の
も
と
「
長
万
部
学
校
」
と

し
て
開
校
し
て
お
り
、
昭
和

　
年
代
に
は
１
４
０
０
名
あ

３０ま
り
の
児
童
が
勉
学
に
励
ん

で
い
た
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
　
年
６１

度
に
建
築
さ
れ
、
建
築
当
時

の
児
童
数
は
６
５
９
名
で
あ

り
、
今
年
６
月
１
日
現
在
の

児
童
数
は
１
９
８
名
と
、
建

築
当
時
の
３
分
の
１
以
下
の

人
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
長
万
部
小
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
度
と
平
成
　
年
度

２５

２６

の
２
か
年
で
　
基
洋
式
化
し
、

１０

校
舎
全
体
の
児
童
用
ト
イ
レ

の
数
を
和
式
が
　
基
、
洋
式

１８

が
　
基
と
し
て
い
る
。

１６
　
階
別
の
児
童
用
ト
イ
レ
の

内
訳
は
、
校
舎
１
階
部
分
は

和
式
５
基
、
洋
式
５
基
。
校

舎
２
階
部
分
は
和
式
５
基
、

洋
式
５
基
。
校
舎
３
階
部
分

で
は
和
式
８
基
、
洋
式
２
基
。

体
育
館
部
分
で
は
洋
式
４
基

と
な
っ
て
い
る
。

　
質
問
の
と
お
り
、
各
家
庭

で
の
洋
式
ト
イ
レ
が
当
た
り

前
に
な
り
、
和
式
ト
イ
レ
に

馴
染
み
の
な
い
児
童
が
増
え

て
い
る
も
の
と
思
う
。
ま
た
、

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
か
ら
５

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
洋
式
ト
イ
レ
を
必
要
と

す
る
割
合
に
も
変
化
が
あ
る

と
思
う
の
で
洋
式
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
柏
倉
　
子
ど
も
達
ば
か
り

で
は
な
く
、
大
人
も
あ
ま
り

和
式
を
使
わ
な
い
。
和
式
が

い
く
ら
空
い
て
い
て
も
、
洋

式
の
列
に
子
ど
も
達
と
並
ん

で
い
る
現
状
が
あ
る
。

　
町
長
　
ト
イ
レ
事
情
を
考

慮
し
、
で
き
る
だ
け
年
内
に

学
校
の
方
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。

小学校のトイレ洋式化計画は

（町長）年内に学校側と検討する

― 柏倉　恵里子　議員 ―
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大
谷
　
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
大
地
震

や
災
害
で
、
体
の
不
自
由
な

住
民
や
高
齢
者
を
ど
う
避
難

さ
せ
る
か
、
要
援
護
者
や
支

援
者
の
避
難
対
策
は
ど
の
よ

う
な
検
討
と
対
策
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
要
援
護

者
や
支
援
者
等
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。
町
内
会
と
の
連

携
は
考
え
て
い
る
か
。

　
町
長
　
近
年
頻
発
す
る
自

然
災
害
に
お
い
て
、
そ
の
犠

牲
者
の
多
く
が
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者
で

あ
り
、
中
で
も
特
に
避
難
支

援
を
要
す
る
「
避
難
行
動
要

支
援
者
」
に
対
す
る
支
援
が

防
災
対
策
上
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
国
の
指

針
等
を
踏
ま
え
て
、「
長
万
部

町
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
対

象
者
を
把
握
す
る
と
と
も
に

避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

町
・
消
防
本
部
・
消
防
団
・

自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
・

福
祉
関
係
者
な
ど
が
連
携
し

て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
一
方
で
、
本
町
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
率
は
４
・
３

％
と
、
渡
島
管
内
の
平
均

　
・
６
％
を
大
き
く
下
回
る

５６状
況
で
あ
り
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
災
害
発
生
時
の
避
難
支
援

は
、
本
人
及
び
家
族
に
よ
る

「
自
助
」
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
等
に
よ
る
「
共
助
」

が
基
本
で
あ
り
、
普
段
か
ら

住
民
同
士
が
顔
が
見
え
る
関

係
を
構
築
し
、
避
難
支
援
等

関
係
者
の
拡
大
を
図
る
こ
と

が
災
害
弱
者
を
救
う
最
大
の

対
策
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各

町
内
会
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
各
種
啓
発
活

動
を
通
じ
た
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
な
ど
、
発
災
時
に

お
け
る
支
援
体
制
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　
大
谷
　
本
町
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
率
が
、
渡
島
管

内
の
平
均
を
大
き
く
下
回
る

要
因
と
対
策
は
。

　
町
長
　
現
在
、
自
主

防
災
組
織
を
持
っ
て
い

る
曙
町
内
会
と
中
ノ
沢

町
内
会
、
こ
の
２
つ
の

町
内
会
で
４
・
３
％
の

数
字
で
あ
る
。
で
き
れ

ば
ほ
と
ん
ど
の
町
内
会

に
自
主
防
災
組
織
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

先
般
、
町
内
会
連
合
会

の
総
会
で
も
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
平
成
　
年
に
は
、
長

２９

高齢者の避難対策の課題は

（町長）各町内会に防災マスター（※）を派遣し　
　　　　　　 自主防災組織を作っていただきたい

― 大谷　敏弥　議員 ―

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
災
害
が
な
い
と
い
う
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
い

つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

早
急
に
検
討
し
、
実
行
し
て

い
き
た
い
。

（※）防災マスター　北海道から認定を受けた、地域防災活動の中心となる方

町営スキー場の避難路

万
部
町
内
に
防
災
マ
ス
タ
ー

の
資
格
を
取
得
し
た
　
名
が

５１

い
る
。
消
防
団
員
、
消
防
署

員
が
多
く
、
そ
の
防
災
マ
ス

タ
ー
の
資
格
者
を
各
町
内
会

に
配
置
し
、
防
災
計
画
な
り

支
援
体
制
を
取
っ
て
い
く
の

が
一
番
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。

　
７
月
　
日
の
防
災
の
日
に

１２

合
わ
せ
、
防
災
の
講
演
会
を

開
催
し
て
そ
う
い
っ
た
必
要

性
を
訴
え
な
が
ら
、
各
町
内

会
に
防
災
マ
ス
タ
ー
を
派
遣

し
、
で
き
れ
ば
早
め
に
自
主

防
災
組
織
を
作
っ
て
い
た
だ



一

般

質

問

（１３）おしゃまんべ議会だより 第２００号

　
辻
　
新
幹
線
開
通
ま
で
お

お
む
ね
　
年
と
な
り
、
い
よ

１０

い
よ
本
格
的
に
事
業
が
動
き

出
し
て
き
た
と
実
感
し
て
い

る
。
長
万
部
か
ら
小
樽
間
の

在
来
線
に
つ
い
て
は
、
協
議

団
体
が
多
い
た
め
、
ど
の
よ

う
な
形
態
と
な
る
の
か
結
論

が
出
る
ま
で
長
期
間
を
要
す

る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
次
の
３
点
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

　
１
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
よ
り
運

営
方
法
等
は
提
案
さ
れ
て
い

る
か
。

　
２
、
沿
線
自
治
体
と
の
協

議
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
３
、
今
後
の
町
の
取
り
組

み
は
。

　
以
上
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

　
町
長
　
１
点
目
、
長
万
部

か
ら
小
樽
間
の
在
来
線
に
つ

い
て
は
、
函
館
か
ら
長
万
部

間
と
と
も
に
新
幹
線
開
業
と

同
時
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経

営
分
離
さ
れ
る
。
経
営
分
離

後
の
鉄
道
存
続
や
バ
ス
転
換

の
方
向
性
や
運
営
方
法
な
ど

は
、
沿
線
自
治
体
と
北
海
道

が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
Ｊ

Ｒ
北
海
道
か
ら
運
営
方
法
等

の
提
案
は
な
い
。

　
２
点
目
、
経
営
分
離
後
の

代
替
交
通
機
関
に
つ
い
て
、

北
海
道
と
沿
線
自
治
体
で

「
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来

線
対
策
協
議
会
」
を
平
成
　２４

年
度
に
設
置
し
、
鉄
道
存
続

や
バ
ス
転
換
に
つ
い
て
、
新

幹
線
開
業
の
５
年
前
を
め
ど

に
方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と

と
し
て
、
現
在
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　
３
点
目
、
今
後
、
並
行
在

来
線
の
存
廃
に
よ
り
、
長
万

部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
提
言
の
あ
っ
た
自

由
通
路
の
位
置
や
、
駅
前
広

場
の
設
計
に
影
響
が
生
じ
る

た
め
、
開
業
５
年
前
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
で
き
る
限
り
早
期

に
並
行
在
来
線
の
存
廃
に
つ

い
て
方
向
性
を
決
定
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　
辻
　
ど
の
よ
う
な
経
営
分

離
の
形
態
に
な
る
の
か
。

　
町
長
　
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
経
営
分
離
後
に
第
３
セ

ク
タ
ー
と
し
て
運
行
す
る
か

ど
う
か
を
協
議
中
で
あ
る
。

た
だ
関
係
町
村
が
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
形
態
や
要
件
や
状

況
が
違
う
。
将
来
的
に
、
赤

字
覚
悟
で
各
自
治
体
が
自
ら

資
金
提
供
を
し
運
営
を
す
る

の
か
ど
う
か
、
こ
の
協
議
が

ま
と
ま
る
可
能
性
は
非
常
に

厳
し
い
。
特
に
長
万
部
は
、

後
志
ブ
ロ
ッ
ク
と
渡
島
ブ
ロ

ッ
ク
両
方
の
会
議
に
参
加
し

て
議
論
し
て
お
り
、
立
場
上

非
常
に
苦
し
い
が
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
結
論
を
求
め

た
い
。

　
辻
　
第
３
セ
ク
タ
ー
と
い

う
よ
う
な
話
も
あ
る
が
、
運

営
に
各
町
村
ど
の
く
ら
い
の

負
担
が
伴
う
か
示
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
町
長
　
金
額
は
出
て
い
な

い
。
参
考
に
す
る
の
は
「
い

さ
り
び
鉄
道
」
で
あ
る
が
、

長
万
部
か
ら
小
樽
間
の
在
来
線
に
つ
い
て

（
町
長
）
第
３
セ
ク
タ
ー
　
方
式
に
な
る
と
　
　
　
　
　

（※）

　
　
　
　
年
間
高
額
な
負
担
割
合
に
な
る
の
で
は
な
い
か

献
 
辻
　
紀
樹
　
議
員
 
献

第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
は
、

年
間
か
な
り
高
額
な
負
担
割

合
が
各
町
に
与
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
辻
　
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
前
に
進
め
な
い

問
題
だ
。
今
後
、
議
会
と
相

談
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
例

え
ば
、
国
鉄
Ｏ
Ｂ
や
普
段
い

ろ
い
ろ
勉
強
さ
れ
て
い
る
町

民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
持

つ
考
え
は
。

　
町
長
　
町
民
の
方
々
に
は

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
で
関
わ
り
を
持
っ
て
、

地
方
創
生
も
含
め
議
論
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
７
月
か
８
月
頃
予
定
の
沿

線
自
治
体
の
首
長
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
発
端
と
し
、
大
き
く

動
き
だ
し
て
く
る
可
能
性
が

十
分
あ
る
と
思
う
。
そ
の
際

は
議
会
と
相
談
し
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
も
議
論
い
た

だ
く
。
町
の
将
来
の
存
廃
を

か
け
た
大
き
な
課
題
に
な
る

の
で
、
町
民
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
丁
寧
に
協
議
し

て
決
定
し
た
い
。

函館本線（黒松内方面）

　
第
３
セ
ク
タ
ー
　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
事
業
体

（※）


